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平成２９年度事業実績等について 

Ⅰ 中津川市の高齢者の状況 

１ 高齢者の人口 

 （１）高齢者人口等の推移 

 

（２）高齢者人口等の地区別状況 

平成 30 年 4 月 1 日現在（単位：人） 

地 区 人 口 
65 歳以上
人 口 

75 歳以上
人 口 

高齢化率 
(65 歳以上) 

高齢化率 
(75 歳以上) 

高齢世帯
（世帯数） 

独居 

中 
 

津 

東 8,525  2,481  1,340  29.1% 15.7% 437 558 

西 11,126  3,219  1,768  28.9% 15.9% 640 605  

南 7,603  2,381  1,330  31.3% 17.5% 408  517  

中津 計 27,254  8,081  4,438  29.7% 16.3% 1,485  1,680 

苗 木 6,293  1,905  1,006  30.3% 16.0% 305 345  

坂 本 13,166  3,540  1,710  26.9% 13.0% 649  528  

落 合 3,742  1,264  640  33.8% 17.1% 222 231  

阿 木 2,235  885  530  39.6% 23.7% 118  168  

神 坂 767  351  207  45.8% 27.0% 96  161  

山 口 1,715  653  361  38.1% 21.0% 58  67 

坂 下 4,603  1,720  942 37.4% 20.5% 300 303  

川 上 796  267  163 33.5% 20.5% 40 45 

加子母 2,886  1,119  659  38.8% 22.8% 158  149 

付 知 5,685  1,970  1,114 34.7% 19.6% 249 326  

福 岡 6,602  2,174  1,097 32.9% 16.6% 341  355  

蛭 川 3,349  1,172  618  35.0% 18.5% 164  148  

合 計 79,093  25,101  13,485  31.7% 17.0% 4,185  4,506  

 参考： 高齢化率(H29.10.1）国 27.7%、県 29.1%  

 

各年４月１日現在 （単位：人） 

 平成 26 年 平成 27 年 平成 28 年 平成 29 年 平成 30 年 

人 口 81,820  81,108 80,436 79,775 79,093 

65 歳以上人口 23,909 24,380 24,834 24,947 25,101 

75 歳以上人口 12,989 13,115 13,263 13,390 13,485 

高齢化率 
（65 歳以上） 29.2% 30.1% 30.9% 31.3% 31.7% 

高齢化率 
（75 歳以上） 

15.9% 16.2% 16.5% 16.8% 17.0% 

高齢世帯数 3,687 3,833 3,933 4,167 4,185 

独 居 3,834 3,965 4,013 4,337 4,506 

    住民基本台帳による数値 

資料 ２ 
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・総人口は、年々減少し４月１日、全体で６８２人減少。逆に６５歳以上人口は１５４人、

７５歳以上人口は９５人増加した。 

・高齢化率は０.４ポイント上昇し、３１.７％。 

・１５地区のうち高齢化率が一番高い地区は、神坂で４５.８％、２番目に高い地区は阿木

の３９.６％であるが、特別養護老人ホームの影響が大きいと思われる。高齢化率の一番

低い地区は、坂本の２６.９％である。  

・高齢世帯は１８世帯、独居世帯は１６９世帯増加した。 

  

２ 介護保険の状況 

（１）要介護（要支援）認定者数         （平成 30年 3月末現在 単位：人） 

   

（２）第１号被保険者（６５歳以上）における認定者数の推移 

 

 

・介護保険認定者は年々増加しているが、第１号被保険者の介護認定率は平成２９年度末 

１７．２％で２４年度からほぼ横ばい状態である。国１８．０％・県１６．４％で、国よ

りは認定者の割合は少ないが、県よりは多い。 

・介護度１、３の構成割合が昨年より増加している。 

・認定者の約９割が、７５歳以上である。 

区  分 
要支援

１ 

〃  

２ 

要介護

１ 

〃  

２ 

〃  

３ 

〃  

４ 

〃  

５ 
計 

割合 

（%） 

第１号被保険者 490  414   997 827  571 600  413  4,312 98.1 

65 歳以上 75 歳未満 37  32  81  74  43  30 48 345  7.8 

75 歳以上 453  382  916 753 528 570 365 3,967 90.2 

第２号被保険者 10 6 23 20 8 6 12 85 1.9 

  

計 

実 数 500 420  1,020 847  579  606  425  4,397 100.0 

構成比(%) 11.4  9.5  23.2  19.2 13.2  13.8  9.7  100.0   

平成 29 年 3月の構成比（%） 11.8 9.7 22.8 19.1 12.9 13.8 9.9 100.0  
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 ３ 認知症の状況 

（１）年代別人口に対する認知症の方の割合 

 

 ・平成３０年４月１日現在、認知症の方は４０歳以上で２,８４２人。６４歳以下の方は  

５３人。６５歳以上の方は２,７８９人で、６５歳以上人口の１１.１％を占める。 

     

・要介護認定者における（４０歳以上）認知症の方の総数は平成３０年２，８４２人あり、 

その内みまもりが必要な認知症者の割合は、１，６３０人で５７．３％である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 30 年(人） 総人口 

（人） 

人口割 

合（％） 年代 男 女 計 

40～64 歳 36 17 53 25,062 0.2 

65～74 歳 110 98 208 11,616 1.8 

75 歳以上 656 1,925 2,581 13,485 19.1 

総 計 802 2,040 2,842 50,163 5.7 

再  掲（65 歳以上) 766 2,023 2,789 25,101 11.1 

認知症者数：平成 30 年 4月 1日時点で市民であり、要介護認定うけている方で認知度がⅡ度以

上の方を抽出している。※特別養護老人施設等の施設入居者も含む。 

（２）みまもりが必要な認知症者の年次推移 （人）   

 
年代 

平成 

25 年 

平成 

26 年 

平成 

27 年 

平成 

28 年 

平成 

29 年 

平成 

30 年 

平成 30 年度認知症者に 

占める割合 

 
40～64 歳 29 26 21 31 23 33 

62.2%  

（母数 53） 

 
65 歳以上 1,425 1,460 1,275 1,471 1,553 1,597 

57.2% 

（母数 2,789） 

 
総 計 1,454 1,486 1,296 1,502 1,576 1,630 

57.3% 

（母数 2,842） 

 ※「見守りの必要な認知症」：上記(1)の対象者の中で、日常生活自立度がⅡ以上、かつ、寝たきり度がランク J

又は Aの方で移動に関する運動機能が保たれている方をみまもりが必要な方として抽出した。特別養護老人ホー

ム等の施設入所者は除く（ただし、グループホーム及び老人保健施設利用者は含む）。 

※日常生活自立度Ⅱとは、日常生活に支障をきたすような症状、行動や意思疎通の困難さが多少みられても、誰

かが注意すれば自立できる状態。 
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Ⅱ 平成２９年度事業の実績 

１ 総合相談・支援 

（１）各地域包括支援センター・在宅介護支援センター(ブランチ)への相談件数(平成 29年度) 

                                  （単位：件） 

 

・相談としては、29 年度は介護予防の相談が増加した。又、認知症や精神に関する相談が

増えたことに伴い、介護、福祉・医療に関する相談件数も増えた。 

・近年、相談総件数は 10,000 以上なっている 

 

（２）地域包括支援センター運営協議会開催 

 ・地域包括支援センター運営協議会開催 ２回 

 

（３）地域包括支援センター・在宅介護支援センター相談協力員懇話会開催 

・各支援センター １回実施  合計１３回 

・全支援センター相談協力員数 149 人  

 

 

センター名 

実 

人 

員 

介
護
保
険
関
係 

福
祉
サ
ー
ビ
ス 

介
護
関
係 

福
祉
・
医
療 

状
態
把
握 

認
知 

虐
待 

精
神 

介
護
予
防 

そ
の
他 合計 

(延数） 

中津川市 257 100 61 118 208 113 225 116 45 43 398 1,427 

東 352 245 79 47 173 270 158 12 29 93 538 1,644 

西 604 231 198 50 129 717 65 0 9 0 78 1,477 

みなみ 443 335 218 102 162 658 174 6 12 43 148 1,858 

瀬戸の里 326 60 70 32 158 346 46 4 4 0 23 743 

ひだまり苑 258 134 167 20 418 421 54 2 2 339 457 2,014 

ゆうらく苑 343 57 49 23 35 370 17 0 10 10 53 624 

シクラメン 110 119 23 44 36 148 21 0 0 10 37 438 

山口 50 53 21 10 50 67 9 0 4 7 53 274 

坂下・川上 153 13 28 1 8 141 10 0 0 3 16 220 

かしも 199 44 23 27 3 276 9 0 1 19 25 427 

付知 156 44 53 8 17 234 9 1 6 4 75 451 

福岡 190 41 48 30 30 220 27 6 21 3 109 535 

ひるかわ 130 17 13 16 3 250 4 0 0 1 77 381 

合計 3,571 1,493 1,051 528 1,430 4,231 828 147 143 575 2,087 12,513 
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２ 虐待防止･権利擁護事業  

（１）権利擁護関係の事業実績 

      認知症など判断能力の衰えにより、日常生活が困難になってきた方への支援として成

年後見制度等の普及啓発および高齢者虐待の早期発見・早期対応支援 

 

① 相談・講演・研修・会議実施状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 高齢者の虐待通報件数と虐待件数の状況 

ア 虐待の通報件数と虐待件数           

    通報件数 虐待件数           

  平成 27 度度 33 21           

  平成 28 年度 40 29           

  平成 29 年度 30 24           

         

イ 被虐待者の性別  
 

 

 

     

   男性 女性 合計     

  平成 27 年度 8 12 20(実) 
 

    

 平成 28 年度 6 22 28(実)   

 平成 29 年度 4 17 21(実)     

     

 ウ 虐待者の続柄 (重複あり) 

 夫 妻 息子 娘 嫁 婿 その他 

平成 27 年度 5 2 11 1 1 0  

平成 28 年度 10 １ 11 3 0 1 孫2弟2 

平成 29 年度 1 0 12 4 0 1 孫1弟1 

 

     エ 虐待の種別 (重複あり) 

 身体的 ネグレクト 心理的 性的 経済的 合計 

平成 27 年度 13 3 9 0 2 27 

平成 28 年度 17 4 19 0 2 42 

平成 29 年度 12 3 9 0 9 33 

権利擁護関連相談 148 件 

虐待関連相談 147 件 

高齢者虐待防止講演会(講師：宮尾眞一医師 名鉄病院神経内科部長・

名古屋市認知症疾患医療センター長） 

１回開催 

250 人参加 

高齢者虐待防止研修会（講師 臼井潤一朗先生 

のぞみの丘ホスピタル地域支援部長） 

3 回開催 

301 人参加 

高齢者虐待防止関係専門機関介入支援ネットワーク会議 1 回 

高齢者虐待防止保健・医療・福祉サービス介入ネットワーク会議 1 回 

成年後見制度巡回相談 12 回 
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・虐待の通報件数は 30件で、その内虐待と判断したケースは 24件であった。 

・被虐待者の約半数が認知症を伴い、介護負担の増大により虐待に至るケースが多い。 

・虐待者の内訳として子からの虐待が 16人と最も多かった。 

・虐待の種別としては、身体的及び心理的なものが多い。29 年度は経済的なものも多かった。 

・虐待者の背景として、精神疾患を有するもの（疑いを含む）や、経済的困窮、アルコール 

依存などがあり、保健、医療、福祉部門など他部署と連携して対応した。 

   

３ 包括的・継続的マネジメント支援業務 

    

ケアマネジャー会議・研修（ケアマネ部会） 11 回 

主任介護支援専門員連絡会 12 回 

介護予防関係者会議・研修 12 回 

地域包括支援センター連絡会 

地域包括・在宅介護支援センター部会 
22 回 

地域ケア会議研修会 1 回 

・ケアマネ部会で、多職種合同研修会を開催した。また、医療関係機関とケアマネジャーの

連携が充実するため、市民病院や薬剤師会・訪問看護事業所と研修・連絡会議を開催した。 

   

４ 地域ケア会議     

地域ケア個別会議を定例で開催しした。 

 

地域課題解決型 59 回 

個別課題解決型 61 回 

地域別ネットワーク会議 8 回 

地域ケア個別会議 32 回 

      ・地域課題として、地域とのつながりが薄いケースへの支援、がんや難病等疾患を有するケース

への支援、高齢者の車の運転等があげられる。今後も関係機関及び地域と連携した支援が必要

となる。 

 

 ５ 在宅医療・介護連携の推進 

・相談窓口として「中津川市在宅医療・介護連携支援センター」を中津川市民病院内に設置 

・包括的・継続的マネジメントと合わせて医療関係機関との研修・連絡会議を開催 

・市民への啓発事業としての在宅医療介護シンポジウム開催の支援、協力 
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６ 認知症総合相談支援・認知症みまもりの「わ」事業 

（１）認知症高齢者を支える地域ネットワークづくり 

     ① 認知症を支える関係者の連携会議 

内  容 開催回数 

コーディネーター会議（専門家による会議） 2 

地域支援ネットワーク会議(地域ごとの関係者会議) 13 

 

② 地域ささえ合いマップづくり 

ご近所同士で助け合うしくみを作るために話し合いを進める事業。 

・「地域支えあい講演会」を開催   参加者  49 人 

   講師：住民流福祉総合研究所代表の木原孝久 

     対象：民生委員、区長、老人クラブなど地域関係者、市民 

・在宅介護支援センターを中心に各地区 1カ所をモデルとして実施 

 29 年度は、要望があった地区へのマップ作り支援を行った。 

実施年度 実施地区数 フォローアップ 

平成 22 年度 西（桃山区）加子母（中切区 上桑原区）  

平成 23 年度 東（１２区）坂本（新町区）神坂（２区）  

平成 24 年度 付知（若宮区）坂下（新田区）苗木（室屋区） 東・神坂・西 

平成 25 年度 蛭川（田原）福岡田瀬（大萱・芝ヶ瀬） 苗木・坂下 

平成 26 年度 阿木（沢外戸区）・南（中村区） 付知 

平成 27 年度 山口（第６区） 阿木 

平成 28 年度  山口 

平成 29 年度 川上(森平地区)  

 

（２）認知症地域支援推進員の活動 （認知症みまもりのわ事業：認知症総合支援事業） 

・平成 27 年 9月に認知症地域支援推進員として嘱託職員（保健師）を１名設置した。 

    ・認知症地域支援推進員の役割は、医療機関や介護保険サービス及び地域の支援機関をつ

なぐコーディネーターの役を担い、電話相談や訪問の他「もの忘れ相談」・「認知症カフ

ェ」に従事し、認知症の人やその家族の支援を行った。 

 

（３）認知症初期集中支援推進事業 

  ・認知症の人やその家族に対し、早期対応に向けた支援体制として「認知症初期集中支援チー

ム」を平成 29 年 10 月に設置した。   

    

（４）「若年性認知症家族の会」を開催   4回  参加者 延 19 人 

・平成２８年度より若年性認知症家族の会を実施している。 

・内容 情報交流の場、又福祉サービス、介護保険制度等の相談に対応。認知症疾患医療 

センターや岐阜県若年性認知症支援センターの紹介 

・若年性認知症の家族会の特徴として、発症当時の気持ち、相談先や治療の選択、経済的

課題等、特徴的な話題が聞かれた。参加者同士共感し合える場となった。 
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（５）認知症理解の普及啓発・認知症家族支援  

認知症について正しく理解していただく講演会や講座の開催、また認知症の人やその家

族を温かく見守り、支援する「認知症サポーター」を養成する講座や家族の相談窓口を開

催している。 

① 認知症講演会                 （単位：回・人） 

 

 

 

 

② 認知症サポーター養成講座開催とキャラバン・メイト養成状況 

（単位：回・人） 

年 度 開催回数 受講人数 キャラバン・メイト養成数 

平成 29 年度 39 984 8 

平成 18 年度～ 

平成 28 度年度の合計 
315 6,687 139 

・認知症サポーター養成講座の講師となるキャラバン・メイト数は延べ 139 人となった。 

・郵便局、薬局、金融窓口、企業、商店など、高齢者の生活に密着した職種の受講が 

 増加している。また、学校からの受講養成が増加した。 

 

③ もの忘れ相談の開催           

医師による相談日（４回）を含め毎月開催した。年間１０件の相談があった。 

     

④ 認知症家族への支援                     

認知症の方を介護している家族が集まり、介護の悩みを共有し交流を図る。相互によ

り良い介護方法を学ぶ機会として、各支援センターが地域の状況や介護者のニーズに応

じて認知症家族の会を開催した。 

   市内各地区で延べ３３回実施し、延べ１７４人の参加があった。 

   家族会の開催の中で、カフェの取り組みを行った。 

   

⑤ 認知症ケア・パス（認知症みまもりガイドの見直し）の配布 

 

    ⑥ 認知症カフェの開催 

      認知症の方やその家族、認知症に関心をもつ地域住民など誰もが参加できる交流の場 

     として開催。 

      

 

 

 

 

   ⑦ 中津川リレーマラソン大会、六歳市、付知レディースクラフト等にて認知症理解に 

ついて普及活動 

     認知症サポーター養成講座の開催案内、認知症施策のパネル展示 

事業名 開催回数 参加人数 

各介護支援センター主催認知症予防講演会 2 129 

認知症講演会（高齢者虐待防止講演会と同時開催） 1  250 

 開催回数 来場者延べ人数 

平成 27 年度 1 15 

平成 28 年度 6 263 

平成 29 年度 9 408 
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７ 生活支援サービスの体制整備事業 

（１）生活支援コーディネーター 

① H28 年度より第１層の生活支援コーディネーターを社会福祉協議会へ事業委託し配置、

高齢者支援のニーズ及び地域資源の状況把握やサロン立ち上げなど活動を進めていま

す。 

   ・生活支援担い手養成講座  ２回（加子母、坂下）※全３日間の講座 

                 参加者数：加子母 70 人（延べ）、坂下 138 人（延べ） 

   ・生活支援ボランティア講座 ２回（落合、阿木） 

参加者数：落合 25 人、阿木 46 人 

   ・ボランティア交流会    １回（苗木交流センター） 

参加者数：104 人 

 

② H29 年度は第２層（15 地区：下記参照）の生活支援コーディネーターを 12 月より各

地区に配置し各地区のニーズ把握及び第２層協議体設置に向けた関係機関との調整

を実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）協議体について 

① 第１層協議体：市全域として各団体の代表により設置、定期的に会議を実施し事業の

進捗の報告、助言及び協力について協議します。 

  ・平成 29 年度第 1 層協議会会議 1 回開催 

② 第２層協議体：第２層生活支援コーディネーターを中心に市内 15 地区で委員の選定

調整、30 年度より実施の体制とした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【第２層地区】 

 地区名  地区名  地区名 

1 東地区 6 落合地区 11 川上地区 

2 西地区 7 阿木地区 12 加子母地区 

3 南地区 8 神坂地区 13 付知地区 

4 苗木地区 9 山口地区 14 福岡地区 

5 坂本地区 10 坂下地区 15 蛭川地区 
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８ 介護予防事業 

（１）一般介護予防事業 

① 通所型・訪問型介護予防事業 

虚弱・閉じこもりなどの高齢者に対して、「運動器の機能向上」「栄養改善」「口腔機能

の向上」などの介護予防事業を実施する。教室参加等通所による事業（通所型）と、訪

問して指導する事業（訪問型）を実施。 

 

○運動機能向上等（運動を中心とし、口腔・栄養も開催）教室 

       

 

 

 

 

 

○脳いきいき教室 

       

 

 

 

 

 

○訪問型介護予防事業(口腔機能向上・栄養改善) 

     

 

 

 

 

 

 

（２）介護予防普及啓発事業 

 ○集中型一次予防事業（あんきなくらぶ）（13地区） 

事業名 開催回数 実人員 延べ人員 

平成 27 年度(30 教室) 1,381 374 12,599  

平成 28 年度(30 教室) 1,376 371 13,024 

平成 29 年度(31 教室) 1,431 367 13,242 

・集中型一次予防事業（あんきなくらぶ）は、介護保険認定を申請していない高齢者を

対象に概ね週１回開催している。 

・２９年度は、1教室増設。３６７人の利用者があり、年間１３，２４２人が参加。 

定期的に参加している人が増えている。 

 

 

 

事業名 開催回数 実人員 延べ人員 

平成 27 年度 96 119 1,013 

平成 28 年度 98 99 975 

平成 29 年度 63 98 774 

事業名 開催回数 実人員 延べ人員 

平成 27 年度 53 18 347 

平成 28 年度 23 13 246 

平成 29 年度 43 13 242 

事業名 実施回数 実人員 延べ人員 

平成 27 年度 3 3 5 

平成 28 年度 2 2 2 

平成 29 年度 3 2 3 
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○地域包括・在宅介護支援センター介護予防教室(全 13 ケ所実施) 

事業名 開催回数 実人員 延べ人員 

平成 27 年度 412 1,190 5,362 

平成 28 年度 415 1,095 5,557 

平成 29 年度 430 1,086 5,371 

 

（３）地域介護予防活動支援事業 

  介護予防に関するボランティア等の人材育成や地域組織活動の育成・支援を行うこ

とを目的として研修会を実施している。 

 

① 介護予防サポーター等ボランテイアの育成研修     （単位：回・人） 

事業名 開催回数 実人員 延べ人員 

介護予防サポーター養成講座 5 16 77 

介護予防サポーターフォローアップ研修 4 79 157 

介護予防担当者フォローアップ研修(五感健康法推進員) 4 12 26 

介護予防従事者研修会 4 94 152 

 

② リハビリテーション地域活動支援   ２７回 

      理学療法士を地域の介護予防教室等に派遣 

 

③ 地域での活動状況 

 ボランテイア名 実人数 活   動   内   容 

介護予防サポーター 80 あんきなくらぶ、サロン等でのボランティア 

脳いきいき教室サポーター 7 脳いきいき教室で参加者へのサポート 

五感健康法推進員 20 各地区ふれあいサロン、あんきなくらぶ、グル

ープホーム等で出前講座を開催 

 

９ 介護予防ケアマネジメント                

（１）介護予防支援（要支援１，２）ケアプラン作成状況 

 ケアプラン作成件数  対象者実人数（年度中） 

合計 
包括 

取扱数 

委託 

件数 
年度 対象者 

内新規 

対象者 

平成28年3月末 678 368 310 27 年度 967 301 

平成29年3月末 686 365 321  28 年度 964 282 

平成30年3月末 684 312 372  29 年度 966 280 

 

・平成２９年度介護予防支援ケアプラン作成対象は９６６人で、ほぼ横ばい傾向である。 

    ・平成３０年３月末時点で介護予防支援ケアプラン作成件数も、６８４人で、横ばい傾向

である。 
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